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このチュートリアルの目的

□異常検知の伝統的なアプローチの
把握

–異常検知は統計学において非常に
長い研究の歴史があり、基本的な問
題設定の多くを統計学から学ぶこと
ができる

□伝統的なアプローチの限界の把握
–伝統的なアプローチの多くは、パソコ
ン時代以前に作られたため、最近の
実問題との間に一定の齟齬がある

□機械学習の標準的な技術との接点
の把握

–異常検知は、密度推定、回帰問題、
などの機械学習の技術と大いに接
点を持ち、豊かな研究テーマを提供
してくれる

□最近の研究例の紹介
–スパース化（正則化）などの最近の
技術は、これまで解けなかった実問
題のいくつかを解決している


